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「ふくしま大交流フェア」に出展

栄養満点！おやつを作ろう

決意を新たに
出初式に集う
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▼

現状を伝えながら村の持つ良さもＰＲ

菅野村長らの観閲を
受ける団員の皆さん
▼

　福島県と東京都が共催で「ふくしま大交流
フェア」を開催。会場の「東京国際フォーラ
ム」（東京都千代田区）には約100のブースが
並び県内のご当地グルメや特産品を紹介しま
した。村からは「氣まぐれ茶屋ちえこ」が出
展。来場者にどぶろくの試飲を勧め、会話を
通じて村の魅力を発信しました。また会場の
一角では首都圏の避難者を対象に「ふくしま
避難者交流会」も同時開催されました。

　飯舘中学校の仮設体育館で行われた
村消防団の出初式。避難先から参集し
た団員と女性消防隊、村役場消防隊な
ど約100人が、隊列を整え式に臨みま
した。式では菅野村長が「団員は村内
を熟知している。自分たちの土地を自
分で守るという意識が大切だろう」と
呼びかけ、荒利喜団長が「団員の協力
で村の安全を守ってきた。避難は続く
が出動体制を強化していきたい」と述
べて、共に団員を激励しました。

　村の子育て支援センターすくすくでは、
就学前の子どもたちと保護者を対象にさ
まざまな催しを行っています。この日は
福島県栄養士会の協力で、「子育てサロ
ン」主催のおやつ作りの講座が開かれま
した。おやつは節分にちなんだ「大豆の
おやき」など三種類のおやきです。皆で
形を整えたおやきがホットプレート等で
焼き上がると、子どもたちは満足気な表
情で、できたてを味わっていました。

一緒に作ると楽しいし一段とおいしいんだよね

▲

みなさんの身近な話題をお知らせください　☎024（562）4246（企画係）
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心のうちを話してみよう
―  相馬仮設で交流会  ―

　相馬大野台応急仮設住宅で支援をい
ただいている「相馬広域こころのケア
センターなごみ」が、震災直後からボ
ランティアを続ける精神科医・中澤正
夫さんと共に、住民との交流会を開き
ました。開始時刻は午後６時半。手料
理や惣菜などを持ち寄った参加者が、
日本酒やワインを紙コップで酌み交わ
しながら語らいました。日頃の思いや
体調への不安に話題が及ぶと、中澤医
師が気さくな対話の中でアドバイスを
行っていました。

▲ 避難前の暮らし、ストレスや不安、体調の
ことなど、話は尽きませんでした（奥の左
端が中澤先生）


